  Ⅱ 平成１６年度観光交流調査結果の概要

    １  観光交流客数

　　 ・ 観光交流客数は、1億3,528万人で、前年度比では240万人（1.8％）上回った。

・１０月と１１月に襲来した台風の影響により、伊豆地域で前年を大きく下回ったものの、それ以上に、４月から１０月にかけて浜名湖花博が開催され西遠地域の入込み客数が増えたことや、夏季の天候に恵まれ海水浴客や富士登山客（新５合目への入込み客数）が増えたことなどから、県全体では前年を上回った。
    ２  宿泊客数

・ 宿泊客数は1,928万人で前年度比では37万人（1.9％）下回った。
・ 日帰り旅行の傾向が強く、観光レクリエーション客の増加が宿泊客の増加に結びつかなかった。
・　県内最大の観光地である伊豆地域が、台風による被害を受けたことが影響した。
    ３  観光レクリエーション客数

     ・ 観光レクリエーション客数は1億1,600万人で前年度比276万人（2.4％）上回った。
     ・ 大分類別では、浜名湖花博の開催により「触れ合う」の割合が大きく増加した。
    ４  主な季節の状況

     (１) ゴールデンウイーク

       ・ 主要観光施設、イベントへの入込客数は後半の悪天候が影響して、期間全体では昨年を下回った。
       ・ 宿泊客数については、曜日配列により長期休暇が取得しやすかったため、増加した。
    （２）年末年始
     ・ 主要観光施設への入込客数は、年末の降雪により東京沼津間で東名高速道路が通行止めとなったことや、曜日配列の悪さが影響し、昨年を下回った施設が多かった。
    ・  宿泊客数は、伊豆地域の一部では、曜日配列の影響を受け減少したが、期間を通じてはほぼ前年並みとなった。本川根と舘山寺温泉では、降雪の影響を受け減少した。
    ５  地域別の主な特徴

    ・【伊 豆】 　台風の影響を受け減少した。
    ・【富 士】　富士登山客が増加した。
    ・【駿 河】　　イベントへの入込み客が大きく増加した。
・【奥大井】　　寸又渓谷への入込み客を新たに加えた。
・【西駿河】　　　　島田大祭・帯祭、飽波神社大祭等の開催年にあたり観光交流客数が増加した。
・【中東遠】　　　神社・仏閣等で入込み客が減少した。

・【西 遠】　　浜名湖花博の影響により、観光交流客数が大幅に増加した。
    ・【北　　遠】　宿泊客が大幅に減少した。






